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雷垂痙添乳折損
－1潜岸部で2Ⅰ8万召
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東
日
本
大
震
災
被
害
と
復
興
状
況
に
つ
い
て

N
T
T
東
日
本
東
北
復
興
推
進
室

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
地
震
後
に
発
生
し
た
巨
大
津
波
、
広
域
か
つ
長
期
間
に
及
ぶ
大
規
模
停

電
に
よ
り
、
通
信
設
備
は
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
規
模
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
の
、
通
信
設
備
の
被
災
・
復
旧
状
況
と
、

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

通
信
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響

地
震
後
に
発
生
し
た
大
津
波
が
南
北
約
5
0

0
k
m
の
沿
岸
部
に
甚
大
被
害
を
も
た
ら
し
、
阪
神

淡
路
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
は
る
か
に
上
回
る
、

電
柱
2
万
8
千
本
、
架
空
ケ
ー
ブ
ル
2
万
7
千
加

が
流
失
し
ま
し
た
。
耐
震
性
の
高
さ
を
誇
っ
て
い

た
通
信
ビ
ル
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
2
8
ビ
ル
が

全
壊
・
浸
水
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
通
信
ビ
ル

本
格
復
旧
工
事
の
状
況
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

間
を
つ
な
ぐ
中
継
伝
送
路
に
つ
い
て
も
、
道
路
の

損
壊
に
伴
う
流
出
や
落
橋
に
よ
り
約
9
0
ル
ー
ト

が
切
断
さ
れ
、
ま
た
、
大
規
模
か
つ
長
期
間
に
渡

る
停
電
は
最
大
9
9
0
の
通
信
ビ
ル
を
直
撃
し
、

蓄
電
池
、
非
常
用
発
電
機
や
移
動
電
源
車
に
よ
り

通
信
設
備
へ
の
給
電
を
行
い
ま
し
た
が
、
交
通
網

の
寸
断
等
に
よ
る
極
度
の
燃
料
不
足
の
中
、
多
く

の
通
信
ビ
ル
で
機
能
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

した。

6
2

1
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水
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潰
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こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
り
、
発
災

2
日
後
の
時
点
で
は
最
大
で
3
8

5
の
通
信
ビ
ル
で
機
能
が
停
止
し
、

約
1
5
0
万
回
線
の
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス

に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。



復興に向けた取り組み

78

応急復旧状況
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七ヶ浜ビル（宮城）
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上：建物は津波により流出　下：流出した建物

応急復旧BOX

通
信
設
備
の
応
急
復
旧

N
T
T
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
た
最
大
6
千

5
百
人
の
体
制
に
よ
る
復
旧
活
動
に
よ
り
、
津
波

被
災
を
受
け
た
ケ
ー
ブ
ル
は
瓦
礫
の
地
に
真
新

し
い
電
柱
を
何
本
も
立
て
応
急
ケ
ー
ブ
ル
を
敷

設
す
る
一
方
、
全
国
か
ら
急
速
調
達
・
転
用
し
た

可
搬
形
通
信
用
B
O
X
の
設
置
に
よ
り
通
信
ビ

ル
機
能
を
回
復
さ
せ
た
り
、
建
物
を
応
急
措
置
し

新
た
な
通
信
設
備
を
設
置
す
る
な
ど
様
々
な
方

法
で
応
急
復
旧
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
発
災
1
ケ

月
半
後
の
平
成
2
3
年
4
月
下
旬
ま
で
に
は
お
客

様
が
居
住
し
て
い
る
エ
リ
ア
の
ほ
ぼ
全
て
の
通

信
ビ
ル
機
能
を
回
復
し
ま
し
た
。

通
信
設
備
の
本
格
復
旧

被
災
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
平
成
2
3
年
5
月
に

設
置
し
た
東
北
復
興
推
進
室
が
中
心
と
な
り
、
通

信
ビ
ル
の
高
台
移
設
や
中
継
伝
送
路
の
新
設
等

の
本
格
復
旧
工
事
を
進
め
ま
し
た
。

津
波
に
よ
り
全
壊
及
び
浸
水
し
た
通
信
ビ
ル

に
つ
い
て
は
東
日
本
大
震
災
と
同
規
模
の
津
波

が
発
生
し
た
場
合
で
も
機
能
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
1
9
ビ
ル
を
高
台
へ
移
設
二
部

対
応
中
）
、
9
ビ
ル
で
は
水
防
対
策
を
実
施
し
ま

した。従
来
も
ル
ー
プ
構
成
に
よ
り
2
ル
ー
ト
を
確

保
し
て
い
た
中
継
伝
送
路
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
ル

ー
プ
中
央
に
伝
送
路
を
ラ
ダ
ー
状
に
新
設
し
ル

ー
プ
を
細
分
化
す
る
と
と
も
に
、
沿
岸
部
に
敷
設

し
て
い
た
伝
送
路
を
内
陸
に
迂
回
し
敷
設
し
ま

し
た
。
中
継
ケ
ー
ブ
ル
が
流
出
・
切
断
し
た
橋
梁

区
間
に
つ
い
て
は
、
河
川
の
下
に
管
路
を
構
築
し

伝
送
路
を
敷
設
し
ま
し
た
。
停
電
対
策
と
し
て
は

重
要
通
信
ビ
ル
へ
の
非
常
用
発
電
機
の
拡
充
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、
無
線
災

害
対
策
機
器
等
の
高
度
化
・
拡
充
等
も
囲
っ
て

い
ま
す
。
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大槌ビル（岩手）

非常用エンジン屋上設置

●津波等の被災を想定し、非常用エンジンを屋上に設置
●燃料タンクを拡充し長時間停電に対応

NTT石巻門脇ビル（宮城）

水防対策（重要室防御）

受電設備の上階設置

●津波等の被災を想定し、受電設備を上階に設置

●津波等の被災を想定し、1Fのケーブル室、燃料タンク室を厚いコンクリート壁で囲い、水密性の高い
水防扉で防御
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復興に向けた取り組み

防災集団移転事業（宅地造成）［野蒜地区］

引用：復興庁HP（復興の現状と取組［平成24年12月14日］）
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自
治
体
の
復
興
計
画
へ
の
対
応

被
災
地
域
に
お
い
て
は
現
在
進
ん
で
い
る
各

自
治
体
の
復
興
計
画
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理

事
業
や
道
路
整
備
事
業
等
に
基
づ
く
盛
土
・
嵩

上
げ
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
中
の
通
信
設
備
が

利
用
で
き
な
く
な
る
等
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
復

興
計
画
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
も
、
盛
土
・
嵩

上
げ
工
事
と
連
動
し
た
通
信
設
備
の
移
設
・
再

構
築
に
つ
い
て
関
連
機
関
と
連
携
し
て
調
整
を

進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
津
波
対
策

と
し
て
、
高
台
等
へ

の
防
災
集
団
移
転
計

画
も
今
後
進
め
ら
れ

る
た
め
、
自
治
体
や

関
連
模
関
、
イ
ン
フ

ラ
事
業
者
と
連
携
し
、

移
転
計
画
に
合
わ
せ

て
タ
イ
ム
リ
ー
に
通

信
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

N
T
T
東
日
本
仙
台
青
葉
通
り
ビ
ル
（
新
棟
）
の
完
成

震
災
の
後
に
着
工
を
開
始
し
て
建
設
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
「
N
T
T
東
日
本
仙
台
青
葉
通

ビ
ル
」
は
6
月
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ

ル
は
、
青
葉
ビ
ル
の
南
町
通
り
側
に
地
下
一
階
、

地
上
十
四
階
、
延
床
面
積
約
3
万
2
m
の
通
信
・
オ

フ
ィ
ス
棟
と
な
っ
て
お
り
、
耐
震
性
に
優
れ
た

こ
の
ビ
ル
は
宮
城
県
エ
リ
ア
に
お
け
る
通
信
の

拠
点
と
す
る
ほ
か
、
N
T
T
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の

コ
ー
ル
セ
ン
タ
を
集
約
し
、
災
害
時
の
業
務
継
続

性
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
六
階
ま
で
は
N
T
T
東
日
本
宮

城
支
店
が
所
有
し
従
来
の
電
話
局
ビ
ル
の
性
格

を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
一
階
に
は
情
報
発
信
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
設
置
し
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
・
体

験
を
風
化
さ
せ
な
い
テ
ー
マ
展
な
ど
の
開
催
や
、

大
規
模
災
害
時
に
は
各
種
情
報
発
信
や
緊
急
避

難
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
な
ど
地
域
の
皆
さ
ま
に
安

心
・
安
全
を
提
供
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
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情報発信ギャラリー

14F研修会議室
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NTT東日本

仙台青葉通りビル
（新棟）
H25．8月竣工

復興の＼＼＼

シンボル

琶「駕岩」／
＼＼－、＼慧竺ン／

●東日本大震災の経験・体験を風化させない
テーマ展等の逐次開催

●オープンで継続性のあるスペース

（市民への無償での貸出し等）

●安心・安全を捷僕するスペース
（大規模災害時の緊急避難場所）

エントランスホール

し
て
い
き
ま
す
。
二
階
よ
り
上
に
は
通
信
機
械
室
、

大
規
模
災
害
に
備
え
た
災
害
対
策
室
、
宮
城
県
内

は
も
と
よ
り
他
県
域
の
災
害
対
策
拠
点
と
し
て

早
期
の
設
備
復
旧
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機

能
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

1

－

i

ヨ

～

∫

ノ

ノ

／
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（写真1）被災基地局

83

（写真2）被災店舗

（写真3）避難所支援

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
通
信
網

震
災
の
振
返
り
と
新
た
な
災
害
対
策
、

そ
し
て
復
興
・
新
生
に
向
け
た
取
り
組
み

1
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

2
0
T
l
年
3
月
1
1
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
は
、
N
T
T
ド
コ
モ
（
以
下
、
ド
コ
モ
）

に
お
い
て
も
、
震
災
直
後
の
3
月
1
2
日
時
点
に
お

い
て
全
国
6
，
7
2
0
局
、
東
北
地
方
で
は
4
．
9

0
0
局
も
の
無
線
基
地
局
が
サ
ー
ビ
ス
中
断
に

陥
っ
た
。
地
震
や
津
波
に
よ
る
直
接
的
な
設
備
の

被
災
に
加
え
て
、
基
地
局
と
交
換
局
や
交
換
局
同

N
T
T
ド
コ
モ
東
北
支
社

こ
の
よ
う
な
中
、
被
災
地
に
お
け
る
通
話
や
通

信
を
確
保
す
る
た
め
、
避
難
所
等
で
の
無
料
衛
星

携
帯
電
話
や
無
料
携
帯
電
話
の
貸
出
し
、
充
電
コ

ー
ナ
ー
の
設
置
等
に
取
り
組
ん
だ
。

（写真3）

士
を
結
ぶ
伝
送
路
（
光
フ
ァ
イ
バ
）
の
断
絶
、
長
時

間
か
つ
広
範
囲
に
渡
っ
て
発
生
し
た
停
電
に
よ

る
基
地
局
の
バ
ッ
テ
リ
ー
枯
渇
等
が
主
な
要
因

で
あ
っ
た
。

（写真1）
発
災
直
後
の
音
声
通
話
は
平
常
時
の
5
0
～
6
0

倍
の
通
話
量
ま
で
増
加
し
、
ド
コ
モ
で
は
東
北
と

関
東
地
方
を
中
心
に
最
大
8
0
％
二
部
9
0
％
）
　
の

音
声
通
話
の
発
信
規
制
を
実
施
し
た
が
、
メ
ー
ル

等
の
パ
ケ
ッ
ト
通
信
は
、
比
較
的
利
用
し
や
す
い

状
況
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
通
信
設
備
の
み
な
ら
ず
、
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ

プ
も
東
北
・
関
東
地
方
で
9
0
店
舗
が
建
物
に
被

害
を
受
け
、
東
北
地
方
の
1
9
5
店
舗
の
う
ち
1

5
9
店
舗
が
臨
時
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

（写真2）
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（写真4）基地局のかさ上げ

使用不可エリア

地震・津波による
直接被害

（損壊・水没など）

地震による伝送路断

（光ファイバなど）

長時間停電による
バッテリの枯渇

『JMCマップ（日本）」使用◎（財）日本地図センター

84

（図1）サービスエリアの復旧状況
（東北エリア）

2
、
通
信
設
備
の
復
旧
へ
の
取
組
み

ド
コ
モ
で
は
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
早
期
復
旧

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
た
。
復
旧
に
あ
た
っ

て
は
、
ド
コ
モ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
や
協
力
会
社
か

ら
の
支
援
を
含
め
て
総
勢
約
4
，
0
0
0
名
体
制

で
臨
み
、
震
災
発
生
翌
日
に
東
北
地
方
で
4
，
9

0
0
局
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
中
断
エ
リ
ア
を
l
カ

月
半
後
の
4
月
末
に
は
、
ほ
ぼ
震
災
前
の
エ
リ
ア

に
復
旧
（
図
1
）
す
る
と
と
も
に
、
設
備
損
傷
を
受

け
た
基
地
局
の
本
格
復

旧
を
2
0
1
1
年
9
月

末
に
完
了
し
、
震
災
前
の

エ
リ
ア
品
質
を
確
保
し

た。
津
波
に
よ
り
直
接
的

な
被
害
を
受
け
た
基
地

局
の
本
格
復
旧
で
は
、
通

信
装
置
を
か
さ
上
げ
す

る
対
策
を
実
施
し
て
い

る
（
写
真
4
）
。
今
後
も
自

治
体
の
復
興
計
画
に
あ

わ
せ
、
高
台
設
置
や
か
さ

上
げ
等
の
対
策
に
よ
り
、

災
害
に
強
い
設
備
を
構

築
す
る
。
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m諾監歪芸諾票票のために大ゾ‾ン方式基地局 

口蓋悪霊莞芸濃讐警票詔書濫造めに・ 
（約1．900局） 

m衛星携帯電話の即時提供（3・000台） 

日誌宗諾諾益子竃諾誓， 

ロ需品芸琵蒜要語で浣欝的なエリア構築 

臼等警賢詣訂ツト通信を活軋た「災害用辞お酌 

ロ復旧エリアマップの拡充 

ロ操作性向上のための災害用伝言板の音声ガイダンス対応 

ロエリアメールの更なる活用（津波警報への拡大等） 

虹IsNS等との連携によるICT活用の更なる推進 

（図2）ドコモの新たな災害対策

重要エリアにおける

通信の確保

被災エリアへの
迅速な対応

災害時における
お客様の更なる
利便性向上

葛岡町の居住エリアや

選鉱先などジャンルごとに

善さ込みが可醍

陳持主l三善F仙rおだがいさ買FJ叫の番組を
ストリーミング配信

（図3）「きずなシステム」（福島県富岡町）

重要なお知らせ

／町からのお知らせ

吉岡町公式HP

よくある相談

多く寄せられる貝冊と

相談への回答

アンケート

3
、
新
た
な
災
害
対
策

こ
れ
ま
で
も
災
害
に
備
え
た
様
々
な
対
策
を

講
じ
て
き
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
巨
大
地
震

や
津
波
に
よ
る
通
信
設
備
の
直
接
的
な
被
害
、
広

域
か
つ
長
時
間
の
停
電
に
伴
う
非
常
用
電
源
の

枯
渇
と
そ
れ
に
伴
う
通
信
設
備
の
機
能
停
止
等
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
影
響
を
受
け
、
お
客
様

に
多
大
な
ご
不
便
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
震
災
約
1
ケ
月
に
「
新
た
な

災
害
対
策
」
を
策
定
・
発
表
し
、
約
1
年
後
の
2

0
1
2
年
2
月
未
に
は
概
ね
対
策
を
完
了
し
て

い
る
。
（
図
2
）

ま
た
、
首
都
圏
直
下
型
地
震
を
想
定
し
、
首
都

圏
に
集
中
度
の
高
い
重
要
設
備
の
分
散
設
置
を

進
め
る
と
と
も
に
、
コ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼

性
向
上
の
た
め
、
中
継
伝
送
路
の
多
ル
ー
ト
化
や

伝
送
装
置
の
地
下
設
備
へ
の
収
容
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

4
、
復
興
・
新
生
に
向
け
た
取
組
み

旧
東
北
復
興
新
生
支
援
室
の
設
置

2
0
1
1
年
1
2
月
に
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
専
任
部
署
「
東
北

復
興
新
生
支
援
室
」
を
設
置
し
、
自
治
体
や
民
間

企
業
な
ど
と
協
力
し
、
モ
バ
イ
ル
を
活
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
活
動
な
ど
、
被
災
さ
れ
た
方
へ

の
支
援
や
地
域
の
復
興
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る。

こ
の
活
動
の
中
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
、

情
報
配
信
・
ア
ン
ケ
ー
ト
エ
フ
イ
ブ
カ
メ
ラ
・

地
域
S
N
S
な
ど
を
通
じ
て
、
避
難
に
よ
り
離
散

し
た
住
民
同
士
や
自
治
体
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
仮
設
住
宅
を

巡
回
す
る
際
の
訪
問
記
録
の
登
録
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
様
々
な
モ
バ
イ

ル
活
用
事
例
が
生
ま
れ
て
い
る
。
（
図
3
）

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
産
業
振

興
な
ど
震
災
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
N

P
O
等
市
民
活
動
団
体
1
1
団
体
に
対
す
る
活
動

資
金
の
助
成
（
2
0
1
3
年
3
月
）
な
ど
、
復
興
の

更
な
る
促
進
に
幅
広
く
取
り
組
み
を
続
け
て
い

る。



復興に向けた取り組み

（写真5）戸建住宅におけるHEMS

t九日曲筆
EV書電池

エネフア・・1ム

（図4）lCT技術によりエネルギー自給自足化を

実現するシステム
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刷
L
T
E
サ
ー
ビ
ス
「
Ⅹ
i
」
（
ク
ロ
ッ
シ
イ
）
の
拡
充

震
災
発
生
後
、
自
治
体
や
企
業
に
お
け
る
通
信

環
境
の
復
旧
や
被
災
地
に
お
け
る
支
援
活
動
に

お
い
て
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
通
信
が
多
く
利
用
さ

れ
た
。
情
報
収
集
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や

動
画
配
信
サ
イ
ト
の
活
用
が
大
き
く
注
目
さ
れ

た
の
も
、
今
回
の
震
災
の
特
徴
で
あ
る
。

現
在
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
が
普
及
し
、

デ
ー
タ
通
信
需
要
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
ド
コ
モ
で
は
L
T
E
サ
ー
ビ
ス
「
Ⅹ
i
」
の

拡
充
を
進
め
て
き
て
お
り
、
東
北
に
お
い
て
も
、

被
災
し
た
沿
岸
部
へ
早
期
導
入
を
図
る
と
と
も

に
、
2
0
1
3
年
度
内
の
全
市
町
村
導
入
を
目
指

し
て
い
る
。
ま
た
、
ユ
ー
ザ
が
快
適
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
屋
外
Ⅹ
i
エ
リ
ア
の
受
信
最
大

速
度
7
5
M
b
I
t
／
S
化
を
実
施
す
る
だ
け
で

な
く
、
2
0
1
2
年
1
2
月
に
は
仙
台
で
1
0
0
M

b
i
t
／
S
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
、
2
0

1
3
年
9
月
に
は
6
6
都
市
に
拡
大
す
る
な
ど
、
高

速
化
も
順
次
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
規
模
災

害
時
の
被
災
地
に
お
け
る
迅
速
な
エ
リ
ア
復
旧

の
た
め
、
移
動
基
地
居
辛
の
Ⅹ
・
1
対
応
も
実
施
し

た。刷
住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
H
E
M
S
）

仙
台
市
で
は
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
非
常
時

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
や
、
平
常
時
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
活
用
と
経
済
性
の
両
立

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
「
仙
台
市
エ
コ
モ
デ

ル
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
（
田
子
西
地

区
）
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ド
コ
モ
で
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
活
用
な
ど
の
強
み
を
活
か
し
、
戸
建
住
宅
に

お
け
る
H
E
M
S
（
H
O
m
e
E
n
e
r
等
M
B
a
g
？

m
e
n
t
S
y
s
t
e
m
）
の
開
発
を
担
当
し
て
お
り
、
本

事
業
へ
の
参
画
を
通
じ
て
、
将
来
の
ホ
ー
ム
I
C

T
活
用
の
推
進
や
通
信
規
格
の
標
準
化
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
。
（
図
4
）
（
写
真
5
）

5
、
お
わ
り
に

東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
設
備
面
で

の
新
た
な
災
害
対
策
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
災
害

対
策
を
実
行
す
る
の
は
社
員
一
人
ひ
と
り
で
あ
り
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
類
の
見
直
し
や
防
災
訓
練
な
ど
、
災
害

の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
運
用
面
で
の
取
り
組
み

も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

被
災
地
支
援
か
ら
生
ま
れ
る
新
し
い
モ
バ
イ
ル

活
用
モ
デ
ル
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
な

ど
の
社
会
全
体
の
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
幅
広
く
展
開
し
て
い
き
た
い
。
l

「
通
信
の
確
保
」
「
お
客
さ
ま
へ
の
安
心
・
安
全
の
提

供
」
に
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
通
信
会
社
と

し
て
の
使
命
で
あ
る
。



地方本部だより・編集後記

r心豊かに明るい社会を」 等23回t友会ボランティア活動賞表彰式 第14回t友会ボランティア活動長期無病団体賞表彰式 

鳥・碧土塁 ����������� 
・、こノー ．そ．＿車表 ��ミ �三一三琶2°二二二 �� � � �＋五 � 

、軍洗 �� ��、ヽ＋　⊥ �� � �：‾iI 

土等1■メ匡薫 ��� � � �r 

′j・′・領 ��� � � �守 

い．＿ � �十　＋ � �．ノ・奄麺 

十㌔‘Å ������� ��手一箪‾ �撃琴 

87

◎
表
紙
写
真
の
紹
介

千
年
の
昔
か
ら
み
ち
の
く
の
歌
枕
と
な
り
、
芭
蕉

も
憧
れ
て
や
ま
な
か
っ
た
松
島
。

猛
威
を
ふ
る
っ
た
あ
の
大
津
波
も
、
今
は
静
ま
り

穏
や
か
な
海
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

潮
騒
が
風
に
乗
っ
て
身
体
を
通
り
抜
け
て
い
き
ま

す。
雲
を
照
ら
し
昇
る
朝
日
に
思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
、

鎮
魂
と
l
日
も
早
い
復
興
を
祈
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

し
ま
し
た
。

撮
影
　
宮
城
支
部
　
佐
藤
　
紀
也

◎
第
2
3
回
「
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」
及
び

第
1
4
回
「
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

長
期
継
続
団
体
賞
」
の
表
彰

平
成
2
5
年
日
月
1
4
日
、
東
京
都
五
反
田
「
ゆ
う
ぼ

う
と
」
に
お
い
て
標
記
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」
は
全
国
地
方
本
部
か

ら
推
薦
さ
れ
た
3
5
名
の
方
が
受
賞
、
東
北
か
ら
も
次

の
3
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
長
期
継
続
団
体
賞
」

は
5
件
の
個
人
・
団
体
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
北
で
は
本
賞
の
受
賞
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
」
受
賞
の
方
々

（
東
北
関
係
）

・
5
0
年
も
の
長
き
に
亘
る

児
童
福
祉
施
設
へ
の
支
援
活
動

伊
藤
　
守
さ
ん
　
（
福
島
支
部
）

・
大
正
琴
で
老
人
施
設
慰
問
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

寺
西
　
　
操
さ
ん
　
（
山
形
支
部
）

・
国
・
特
別
史
跡
「
三
内
丸
山
遺
跡
」
ガ
イ
ド
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

布
施
　
慶
子
さ
ん
　
（
青
森
支
部
）

言
い
よ
う
の
無
い
不
安
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
2
年
9
ケ
月
。
で
も
、
復
興
は
緒
に
就

い
た
ば
か
り
で
す
。

あ
の
混
乱
の
さ
中
、
全
国
の
仲
間
か
ら
物
心
両
面

の
親
身
な
る
支
援
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

思
い
も
か
け
な
か
っ
た
こ
と
で
本
当
に
有
難
か
っ

た
し
、
何
よ
り
も
〝
仲
間
〃
　
の
気
持
ち
が
嬉
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

恐
怖
を
堪
え
た
気
持
ち
も
、
失
っ
た
人
へ
の
想
い

も
、
そ
し
て
、
人
の
心
に
助
け
ら
れ
た
感
謝
の
心
も

忘
れ
ら
れ
な
い
し
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。そ

ん
な
気
持
ち
を
少
し
で
も
残
そ
う
と
、
今
回
、

「
語
り
部
」
を
募
り
ま
し
た
。

各
地
の
会
員
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
あ
の
時
の
事
実
〃

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

〝
鎮
魂
〃
多
く
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
「
第

7
4
号
」
と
し
て
編
纂
し
、
今
、
お
届
け
し
ま
す
。

合
掌

●
●
●
　
編
集
後
記
　
●
●
●

忘
れ
も
し
な
い
平
成
2
3
年
3
月
日
日
午
後
2
時
4
6

分。
天
地
を
揺
る
が
す
激
震
の
恐
怖
、
真
っ
黒
な
大
津

波
の
襲
来
、
そ
し
て
続
く
見
え
な
い
放
射
能
か
ら
の

避難。

東
北
電
友
会
会
報
　
　
第
誉
ち

平
成
2
6
年
1
月
1
日
発
行

電
友
会
東
北
地
方
本
部

〒
轡
8
5
1
9
　
仙
台
市
若
林
区
五
橋
？
2
・
1

N
T
T
五
橋
ビ
ル
内

電
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